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ガラスリサイクルの現状と今後の展開について 

 
ガラス再資源化協議会代表幹事 加藤 聡 

                  ガラス再資源化協議会技術部会 GM 猪子 兼行 
 

２１世紀に入り行政機関は環境型社会の形成に向けて廃棄物を減らし適正な循環的利用や処分

により、天然資源の消費を抑制し環境への負荷ができる限り低減される社会を目指すための基本法

や規制の強化を図ってきた。 
歴史的には、循環型社会形成推進基本法が２００１年に施行され個別物品の特性に応じた規制が

リサイクル法として施行となっている。 
ガラス分野では、ガラス瓶のリサイクルに関する容器包装リサイクル法、廃液晶ガラスや TV モ

ニターに関する家電リサイクル法、廃自動車ガラスに関する自動車リサイクル法、建築の窓ガラス

に関する建設リサイクル法、携帯電話などの廃ガラス品に関する小物家電リサイクル法などが法律

として施行されている。今後５年くらい経って激増すると予想される廃太陽光パネルガラスについ

ては法制化を含めて行政機関が処理方法の仕組みづくりを検討するためリサイクル処理の方法につ

いて民間に委託して研究開発中である。 
法制化により環境負荷の低減が求められているが廃ガラス分野におけるリサイクル比率につい

てはガラス瓶、TV モニター以外極めて低く、TV モニターが薄型モニターに更新された後の薄型液

晶などは廃棄時にほとんど埋め立て産廃されているのが実情である。 
詳しくはガラス再資源化協議会（GRCJ）の状況調査（表１）を参照のこと。 

          表１、ガラス用途別のリサイクル状況調査 

 
  廃ガラスの中で圧倒的に大量廃棄されている建築ガラス（ビル住宅や太陽光パネル）と自動車ガ

ラス（窓ガラス）の板ガラス類を重点化して廃ガラスの高度リサイクルに関する技術開発を GRCJ
が主体となって GReAT プロジェクトの呼称で２０１２年から取り組んできた。GReAT とは Glass 
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Recycling Advanced Technology であり高度リサイクルに関する技術開発を運搬、解体、分離、分

別、原料化、製品化に分類して異業種の企業が協働して行い、これまで廃棄されてきた使用済み廃

ガラスを再生利用できるサプライチェーンを構築して循環型環境社会に貢献することを目的に活動

する組織体である。 
ガラスリサイクルを進める上での変動要因を分析、評価し図１にまとめた。 

      
            図１：ガラスリサイクル上の変動要因 
 
  廃板ガラス類の中で自動車ガラスのリサイクルについては、下記図２の流れで研究開発が進み課

題が明確化できたことを２０１４年の５月に日本自動車工業会（JAMA）との会合において報告し

た。 

    
            図２：廃自動車のガラスリサイクル 
  廃棄自動車からガラスを事前に解体し分離分別することによりガラス、PVB 中間膜、銀が再利用



プラスチックリサイクル化学研究会ニュースレター                  Vol.28, 2016 
 

4 
 

可能であることは関係者間で理解を深めることができた。但し、経済的に解体費用がコストになる

ため解体会社に対するインセンティブが必要であることを問題提起し１例に自動車リサイクル促進

センターにプールされた１２０億円の預託金の取り扱い方法としてガラスの事前解体処理として法

律改正化が重要であることを提示し議論を深めた。 
２００５年１月に施行された自動車リサイクル法は「施行後５年以内に施行状況を評価し、必要な

措置をとる」と規定されており２００９年の経産省の諮問機関（産業構造審議会）と環境省の諮問

機関（中央環境審議会）の合同会議では法改正は見送られた。その後５年経過した２０１４年の８

月から月１回ペースで合計１０回議論されたが、課題が残るも概ね順調に推移しており法改正に必

要な問題も見当たらないという結果報告がされた。 リサイクル材を使用した場合にリサイクル料

金を引き下げる「エコプレミアムカー制度」を検討しているようだが、預託金による ASR の削減

とリサイクルの質の向上を求めてきた我々の要望事項は全く承認されず現状維持となってしまった。 

法律改正は面倒な作業が伴うため役人や審議会の委員は矢面になることを避けて概ね順調という曖

昧な答えを導いて法改正を避けてしまったと言っても過言ではないだろう。 
 
  次に太陽光パネルの廃棄品からガラスとセル電池粉、非鉄金属を分離、分級する技術開発が環境

省、経産省の補助事業で NEDO 及び GRCJ により推進されている。近い将来に廃棄される太陽光

パネルは加速度的に増加が見込まれるため新規のリサイクル法の施行に向けて再資源化を前提とし

たコスト試算を行いリサイクルスキームの構築を目指して活動を行っている。太陽光パネルはシリ

コン結晶系と非結晶系（薄膜系）に分類されそれぞれの断面構造は図３、図４に示す通り表面は強

化されたカバーガラスが用いられている。 

  
          図３：シリコン結晶系の太陽光パネル断面図 
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          図４：非結晶系の太陽光パネル断面図 
 
  結晶系、非結晶系ともに構成部品としてはガラス、アルミ・銅・銀などの非鉄金属、EVA 膜、セ

ル屑（バックシート類やプラスチック類）に分かれるので可能な限りの有価価値を上げる分離方法

の技術開発が必須条件である。現在取り組み中の環境省や経産省の補助事業により各種の技術開発

が進みガラスと非鉄金属が効率的に分離可能になった時に再資源化に貢献できる個別分野の企業に

よる協働体制の確立が待ち望まれている。太陽光パネルの再資源化システムを社会実装するために

全国規模での GReAT サプライチェーンを構築してリサイクル法の施行に向けて埋立産廃ではなく

再資源化を前提にしたコスト試算を実施中である。 
 
GReAT サプライチェーンの詳細活動内容は下記の HP を参照願います。 
http://www.grcj.jp/activity_report/great.html 
 
 
 

http://www.grcj.jp/activity_report/great.html
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